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2024年 6月 30日 

【義務教育用】 2024年度学校図書館整備施策に関するアンケートのお願い 

 文部科学省は、2022年度を初年度とする第6次「学校図書館図書整備等５か年計画」を策定し、５年間で図書整備に総

額995億円、新聞の学校図書館配備に総額190億円、学校司書の配置に総額1,215億円を地方財政措置するものです。 

つきましては、貴自治体におけるこれらの施策の予算化状況及び学校図書館の環境整備への取り組みなどにつきまして、

下記によりご回答くださいますようお願い申しあげます。 

(公財)文字・活字文化推進機構／(公社)全国学校図書館協議会／(一社)日本新聞協会／学校図書館整備推進会議 

 

回答の送付は、8月9日(金)までにFAXまたはE-mailでお願いします。 

FAXの場合   本状に直接回答をご記入のうえ、 ＦＡＸ０３-６２８４-３７２０ までお送りください 

E-mailの場合 下記リンク先より回答用Excelファイルをダウンロードし、回答をご入力のうえ 
chousa@j-sla.or.jp まで添付ファイルにてお送りください 

 ▼回答用WEBページ https://www.j-sla.or.jp/gakutoseibishisaku-kaitousya.html        

※このアンケートに関するお問合せ 全国学校図書館協議会・自治体アンケート調査係 

ＴＥＬ０３-６２８４-３７２２(代) 〒113-0034 東京都文京区湯島3-17-1 湯島大同ビル 

※本アンケートの結果は、全国学校図書館協議会発行の機関誌『学校図書館』及びアンケート実施団体のホームページ等で公表します。 

ただし、御記入者のお名前、所属は公表いたしません。 

 

問１ 小学校及び中学校の図書費の予算化状況と予算額算定方式について 

① 2024年度の予算における小学校及び中学校の図書費の総額は、いくらですか。1,000円未満は四捨五入してご記入ください。 

図書費算出が不可能な場合は、 

理由をご記入ください  

 

 

② 小学校及び中学校の図書費の予算額を算定するにあたり、どのような方式を用いていますか？ 下記からあてはまる

番号を枠内にご記入ください（複数選択可）。７「その他の算定方式」の場合は枠内に算定方式をご記入ください。 

１：児童・生徒数×単価で算定       ２：学級数×単価で算定       ３：学校数×単価で算定 

４：自治体全体での図書費総額が決まっており、それを学校規模などで各校に割り振る 

５：「学校図書館図書標準」達成のため、蔵書の不足度に応じて調整した金額を各校に割り振る 

６：「備品費」「消耗品費」等から学校裁量で図書を購入するため、図書だけの予算額は算定していない  

７：その他の算定方式 

 

自 治 体 名 都道府県                       市区町村 

記入者お名前 

所属・電話番号 

お名前 

 

所属                 電話    ―    ― 

 2024年度予算図書費総額 前年度予算図書費総額 

小学校 000 円 【対象学校数       校】  000 円 【対象学校数       校】 

中学校 000 円 【対象学校数       校】  000 円 【対象学校数       校】 

備考 
義務教育学校の前期課程は小学校、後期課程は中学校へ、中等教育学校前期課程は中学校へ。 
装備費・備品費・図書以外の資料費・人件費等は含みません。 

学校数は6/1現在2024年度予算の対象となる学校すべてを含んだ校数。分校も１校に数えます。休校中の学校は除きます。 

〈小学校〉 

 

〈中学校〉 
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自治体名： 

 

問２ 「学校図書館用の新聞購読費」の予算化状況について、該当する箇所に〇をつけ【  】に数値を入れてください。 

小・中学校に新聞を配備するための費用を予算化している  （   ）はい   （   ）いいえ 

「はい」の場合 →①（  ）学校図書館用の新聞費として予算化  

（  ）学校図書館用以外の用途（教師用など）の新聞費として予算化 

（  ）学校図書館用、及びそれ以外の用途の新聞費の両方で予算化 

②何紙分予算化しているか ⇒ 1校あたり 小【    紙】 中【    紙】 

「いいえ」の場合→（  ）一律に予算をつけることはせず、学校図書館用以外の「消耗品費」等の予算から学校裁量で購入  

（  ）その他（例：寄贈など、分かれば具体的に               ） 
 

問３ 学校図書館の図書を更新するために、利用できない古い図書の廃棄を勧めていますか。該当する箇所に○をつけて

ください。  

（   ）廃棄を積極的に勧めている  （   ）廃棄を勧めている  （   ）廃棄を特に勧めてはいない 

（   ）「学校図書館図書標準」を満たすまで廃棄をしない      （   ）廃棄はしていない 

 

問４ 学校司書配置の予算化状況と雇用形態について、該当する箇所に○をつけてください。 

    

① 学校司書配置の予算化状況について 

（  ）以前から学校司書を配置しており、学校司書配置予算は2023年度より増額 

（  ）以前から学校司書を配置しており、学校司書配置予算は2023年度と同額 

（  ）以前から学校司書を配置しており、学校司書配置予算は2023年度より減額 

（  ）これまで学校司書を配置していなかったが、新たに学校司書の配置を予算化した 

（  ）自治体の予算による学校司書は配置していない →問５ 学校図書館担当教諭の研修・担当部署へ 

② 配置されている学校司書の雇用形態について 

（  ）正規の職員としてフルタイムで勤務している   （  ）臨時・嘱託等（会計年度任用職員を含む）で勤務している 

（  ）正規及び臨時・嘱託の両方がいる      （  ）民間の業者等の委託や派遣を利用している 

（  ）公共図書館の職員が学校司書を兼務している 
 

問５ 貴自治体での学校図書館担当者の研修状況について、該当する箇所に○をつけてください。 

①学校図書館担当教諭（司書教諭・図書館主任等）、学校司書を対象とする研修会の実施状況について 
※合同の研修会を行っている場合は両方に○をつけてください 

 

②研修を行っている場合、担当する部署はどこですか 

（  ）教育委員会    （  ）公共図書館    （  ）その他［            ］ 
 

問６ ①2024年度の予算において、学校図書館が「電子書籍」・「電子新聞（有料デジタル版）」を購入するための費用

を予算化しているか、該当する箇所に〇をつけてください。 

 

 
年に複数回行っている 

※回数もご記入ください 

年1回 

行っている 

不定期に 

行っている 

新任研修のみ 

行っている 

他団体研修会への 

参加を補助している 

研修や補助は 

行っていない 

学校図書館 

担当教諭  年   回      

学校司書  年   回 
     

電子書籍 
（   ）予算化している。または今年度予算化する予定 ／ （   ）今年度予算化の予定はない 

この予算は問１の図書予算に  （  ）含まれている ／ （  ）別予算である 

電子新聞 

（   ）予算化している。または今年度予算化する予定 ／ （   ）今年度予算化の予定はない 

この予算は問2の新聞予算に  （  ）含まれている ／ （  ）別予算である 

学校司書：名称にかかわらず、学校図書館を担当する教員以外の正規又は非正規の職員。有償ボランティアを除く。 


